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教員から 

フロンティア宇宙のレガシー 

「ものづくり」の独自性 

リ ーディング大学院プログラムは、産学官で活躍

するグローバルリーダーを育てることを目的として

いますが、これまで「学」（アカデミア）が焦点だった理学の

大学院教育において、「産」（企業）で活躍する人材教

育が強調されがちなプログラム運営には難しい面がありまし

た。 

しかしながら、理学の博士人材のキャリアパスはアカデミアに

限らず多様となっており、その実情にあった「懐の深い」教育

システムがあって然るべきです。その運営には、教員側にも

学生側にも、従来の考え方に拘らない「価値観（マイン

ド）」の変更が必要で、リーディング大学院プログラムは、こ

のことを気づかせる契機でした。その中で、我々のプログラム

は、「ものづくり」を前面に打ち出した極めて独自性の高いプ

ログラムだと思っています。今後の日本では、中国や韓国な

どの国々が台頭してくるなかで、新しい「価値」と「もの」を創

造できるリーダー人材が求められると思います。  

デピュティコーディネーター 
素粒子宇宙起源研究機構・教授 

飯嶋 徹   
 

フ ロンティア宇宙は、リーディングプログラムの補助金が

終了した後も、学部学生や他大学の学生にも開か

れた、宇宙利用に関する基礎的素養を持った人材を産業界に

輩出する人材育成プログラムに拡張して継続する予定です。現

在、その準備を進めており、試行として2018年5月にはPurdue

大学の学生14名を受け入れて基礎と実践を交えた2週間の短

期実習を実施したところです。 

また、2017年度のリーディングフォーラムは、「リーディングプログラ

ムのレガシー」をテーマとして実施しましたが、私はフロンティア宇宙

の最も重要なレガシーは、プログラムの定着だけではなくその修了

生と修了生の輪だと考えています。修了生が、幅広く産業界や

公的機関、学術機関でリーダーシップを発揮し、そのネットワーク

を通して宇宙利用を初めとする多様な分野で社会に革新をもた

らしてくれることを期待しています。  

我 々はこれから、「宇宙大航海時代」を迎えつつ

あります。かつて海の向こうはどんな世界がある

のだろうと想像を馳せた時代とは違い、いまは「向こうの世

界」に関する情報が日々更新されていきます。 

 

デピュティコーディネーター

工学研究科・教授 

佐宗 章弘  

貴重な経験をもとに活躍を 

ChubuSat実践プログラム 
推進室長, 産学官連携室副室長,
コースワーク運営室   
理学研究科・教授 

金田 英宏  
 

LGSプログラムも７年目になりました。 

そこで「フロンティア宇宙のこれから」というタイトルで 

教員及び昨年度修了生からコメントをいただきまし

た。 
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プログラムコーディネーター
宇宙地球環境研究所・教授  

田島 宏康 
 

 

C hubuSat実践プログラムでは、技術課題を克服

することよりも、チームをまとめるという部分で苦戦

した学生が多かったようです。 

LGSからはじめられること 

しかし、我々がそこまで足を延ばしたとき世界がどうなってい

るかという想いは、変わらないものがあると思います。 

それを「創造」するのは、皆さんです。 

LGSを飛躍の場として大いに活用していただきたいと願って

います。 



 

 

国籍や分野（理・工、実験・理論など）の異なる仲

間と一緒に、チーム一体となって一つの目的に向かっ

て活動することは大変だったと思います。他の講義や

講習では得られない、どの業界・職種に進んでも役に

立つ貴重な経験が得られたはずです。 

このChubuSat実践プログラムも、始めた当初は負荷

が重過ぎるなど、学生の評判は必ずしも高くありません

でした。その後、学生の意見を取り入れながら、指導

体制の最適化や他講義との連携などの改善を進めた

ことにより、今では誰にでも勧められるバランスの良いプ

ログラムへと確立できました。 

今後は、より一層、本プログラムの価値を学内および

学外に認めてもらい、大学のカリキュラムとして定着さ

せていきたいと思います。そのためにも、「フロンティア宇

宙」修了生の皆さんがグローバルリーダーとして社会で

活躍してくれることが重要です。 

LGS修了者自身に止まらず、企業内で博士に相当する社

員を育て上げ大学に送り、提携する。こんな関係も充実しそ

うで縁は切れません。 

学内外ともこれからが本領発揮です。活躍を祈ります。 

ChubuSat実践プログラム 
推進室, コースワーク運営室 
工学研究科・特任教授   

田中 秀孝  

教育推進委員会議長, 
産学官連携室  
工学研究科・特任教授 
青木 宏   

フロンティア宇宙での経験ときずな 

C hubuSat実践プログラム及びコースワーク「グローバ

ルリーダー研修」を担当した観点から所感及び今後

への期待を述べます。 

両コースでの特徴点は、理・工・環・情の異分野の学生達によ

る自主的チーム活動を実施していることです。これらの活動の

特性は、異分野間の学生の交流を深めると共に企画立案能

力、組織マネジメント能力、問題解決能力、リーダーシップ/

フォロアーシップ能力、英語能力（ディスカッション・ディベート）

を養成することを目的としています。学生諸君は、講義、ディス

カッション、チーム活動等のハードなスケジュールをこなし、プロ

ジェクト演習において、衛星ミッション提案、有人宇宙プロジェク

ト提案等の実のある成果を上げています。チームマネージメント

や問題解決能力等の多くの事を学び、将来のプロジェクト活

動において必ず有益になるものと信じています。この様なプロ

ジェクトを推進する経験は、LGSフロンティア宇宙プログラム独

自のカリキュラムであるからこそ経験できたものです。多くの学生

からも有意義であったとの声を聞いております。今後の学生諸

君にも、プロジェクト推進の能力を磨くことができるようにと思っ

ています。LGSフロンティア宇宙プログラムでの経験は、5年後、

10年後、20年後に必ずや生かされるものと考えております。

最後に、学生諸君にはこの二つのコースで築かれたチームワー

クの「きずな」を大切にし、将来のグローバルリーダーを目指して

互いに切磋琢磨、協力して、より成長して頂きたいと願ってい

ます。 
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リ ーディング大学院の目的は、博士学生をリー

ダーとして広く社会に輩出することにあります。 

昨今、多数の学生が企業インターンを経験し、学外に就

職先に選ぶことも稀ではなくなりました。理論物理と産業

界にどんな関係があるのか、などの議論が飛び交った当初

とは隔世の感があります。 

これで一件落着なのでしょうか？そうではありません。 

例えば今後、大学は「残したい人材を残せないリスク」を

抱えることになるかもしれません。これまで以上に、指導教

員・学界と学生の意思疎通が重要になるでしょう。 

また、企業／大学間双方向の人事ローテーションも拡大

すべきです。 

フロンティア宇宙の本領はこれから   



 

  

チームワークの経験を財産に 

 

L GS学生が一度も会ったことがないような講師を呼

ぶ。これまでGoogle Japan元社長やプログラミ

ング言語「Ruby」の作者、バイオ・ジャ－ナリストなど各界

で活躍するトップリーダーに講義していただきました。 

講師は皆さん、次世代を担うLGS学生との「知のふれあ

い」を楽しんでおられました。 

ただ、私には1つだけ残念なことがありました。リーダー養成

セミナーは、LGS学生はもとより名大生なら誰でもトップリー

ダーから直接話を聞けるめったにない機会なのに、「どうして

もっと多くの学生が参加しないのか」と奇異に感じたことが何

度かありました。 

自分の専門領域外での視野を広め、見識を深める絶好

の機会です。受身ではなく、もっと積極的に活用していただ

きたい。 

「自動運転」や「再生医療」など、これからは新領域・新分

野（複合領域）が数多く出現してきます。研究者、エン

ジニアを問わず、新しい分野を切り拓くのは皆さんLGS学

生の世代です。そのためには「世の中で何が起こっているの

か」「社会は何に困っているのか」など常にアンテナを張ること

が不可欠です。 

皆さんなら必ずトップランナーになれると信じています。 

 

コースワーク運営室 
リーダー養成セミナー担当 
工学研究科・特任准教授   

西本 一郎  
 

思 えば、このプロジェクトが開始した当初は、本当に何もか

もが手探りでした。なんとかかんとか形がついたのは、ひと

えに当時の学生の努力の賜物であったかと思います。我々はその

彼らの努力にちゃんと報いてあげられたでしょうか。 

初年度は私達も、学生もお互い距離をつかむのに苦労していまし

た。どこまで手助けをするべきなのか、どこまで自力でやるべきなのか

の距離感をようやく掴んだのは２年目だったと思います。教員側の

メンバーが増え、ある程度仕事の分担をできるようになって余裕も

出てきた頃でした。しかし、毎年学生が変われば対応も変わるし、

起こる問題も変わってきます。全ての学生に満足して修了してもら

うのはなかなかの難事で、不本意ながら不満を抱えたまま修了して

しまった学生もいたかもしれません。しかし、満足した、しないにかか

わらず、本プログラムに参加した学生には、少なくない時間を割くだ

けの価値があったと私には思えます。社会に出る前に、チームで一

つのことを成し遂げることの難しさ、面白さを知ってもらえたのではな

いでしょうか。失敗は人生の大きな糧となりますが、社会に出てしま

うと失敗は大きなダメージになることもあります。 

このプログラムではうまく行かなかった人、苦労した人ほど大きな財

産を手に入れたと言えるのではないでしょうか。 

プロジェクトも開始して5年が経ち、いよいよ社会へと巣立っていく

学生も出てきました。立派な社会人へと変貌した彼らを見るにつ

け、このプログラムが彼らの人生にとって幾ばくかの役に立ったことを

祈らざるをえません。 

新分野でトップランナーに  

国際航空宇宙展  2016 
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ChubuSat実践プログラム 
推進室   
理学研究科・特任講師  

田村 啓輔  



 

 

 

リーダーシップを発揮したい 

工学研究科 
エネルギー理工学専攻 

林 祐貴 

  

広がった視野と知識 

理学研究科 
素粒子物理学専攻 

奥平 琢也 

L GSプログラムではたくさんの貴重な経験をさせていた

だきました。中でも、私は他研究科との交流と実践

的な訓練が特に印象的です。異なる研究科の仲間と議論・

実験を行うことで、目的設定、アプローチ、考察など多くのプロ

セスで私の閃かない考え方に刺激を受けました。この経験はも

ちろん私の研究活動で活かすことができましたが、今後の人生

においても確実に役に立つと思います。 

また、ChubuSatの実践開発フェーズや国内外のインターン

シップなど自ら行動せざるを得ない環境に置いていただいたこと

で、実践的な技術や活動力が身につきました。これらは自分

の分野でリーダーシップを発揮するために大切な能力だと思い

ます。 

博 士後期課程から本プログラムに参加しました。 

得られた中で、もっとも大きいものは”視野の広さ”

であると考えます。 

これまでは自分の研究とは違う業界の人々と知り合う機会が

なく、分野外の知識を得られなかったのですが、プログラムを通

じ数多くの色々な経験を積むことができました。 

中でもChubuSat実践プログラムでの異分野の仲間たちと

の議論は大変刺激的でした。他の分野の人間が物事をど

のように捉えているかを知る非常に良い機会であったと思い

ます。それに加え、数多くの企業人のセミナーを聞き、企業

としてのあり方、社会に対する貢献の仕方など、研究をして

いただけでは知り得ない多くの知識を得ることができました。 

海外渡航の機会にも恵まれ、私の視野はこの三年間で以

前とは比べ物にならないほど広がったと思います。これらの

経験を生かし、様々な可能性を視野に入れながらこれから

の人生を歩んでいきたいと思います。 

 学んだスキルを実践に 

理学研究科 
素粒子物理学専攻 

佐治 重孝 
  

H29年度修了学生から 

様 々な分野のことを本プログラムを通じて学びまし

た。その中でも特にマネジメントスキルと英語能

力は特に重要なものであると考えています。 

ChubuSat phase1およびグローバルリーダーシップ研修

では、予算、スケジュール、実現可能性、実現した際のイ

ンパクトなど、計画を立案・実行・完遂するためにアイデア

以外の何が必要であるかを知りました。ブレインストーミング

(アイデア出し)やガントチャート作成(スケジュール見積もり)

を何度も行う機会があり、非常に汎用性が高い力を養え

たと思います。今後、研修とのギャップを埋めつつ、より実践

的なマネジメントスキルを体得したいと考えています。  

 

英語でのコミュニケーションスキル向上には、マレーシアでの

研修や大学内での英語講習が大いに役立ちました。

Speakingの基礎が身につけ、国際学会や海外での共同

研究に参加した際、実際に意思の疎通ができたことで自

信がつきました。修士進学当時 に感じていた海外で活動

することへの抵抗はなくなりました。 

プログラムを通して身につけたこれらの力は、今後社会に出

て活動する中の様々な場面で直接的・間接的に役立つも

のと確信しています。  
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2017年度年間カレンダー 

4月10日 2017年度ChubuSat実践プログラムキックオフミーティング ■ChubuSat実践プログラム推進室 

4月10日 2017年度履修生向けガイダンス ■学生支援室 ■産学官連携室 ■国際連携室 

4月12日 2017年度ChubuSat実践プログラムブレインストーミング講義 ■ChubuSat実践プログラム推進室 

4月10日-4月28日 新履修生募集受付（M1春募集） ■アドミッション室 

4月12･17日 フロンティア宇宙採用説明会 ■アドミッション室 

4月13日-7月20日 ものづくり講義（木曜日開講） ■先端技術室 

4月14日 企業戦略セミナー「欧州アリアンロケットの挑戦と成功」 ■アドミッション室 

4月14日-7月28日 宇宙研究開発概論（金曜日開講） ■コースワーク運営室 

5月10日 2017年度ChubuSat実践プログラムチームワーク/プログラムマネジメント講義 ■ChubuSat実践プログラム推進室 

5月31日-6月1日 ものづくり講習会「実装技術実習」 ■先端技術室 

6月7日 採用式 ■アドミッション室 ■学生支援室  

6月13日-6月16日 ものづくり講習会「プリント基板加工機実習」 ■先端技術室 

6月20日 ChubuSat実践プログラム2016年度ミッション提案フェーズ中間審査会 ■ChubuSat実践プログラム推進室 

6月26日-6月29日 衛星システム講義（英語） ■コースワーク運営室 

6月30日-9月15日 グローバルリーダー研修 Ⅰ（GLTⅠ）春期講習 ■コースワーク運営室 

7月4･5･11日 ものづくり講習会「電子回路製作実習」 ■先端技術室 

7月18日 ChubuSat実践プログラム2016年度ミッション開発実践フェーズ最終報告会 ■ChubuSat実践プログラム推進室 

7月18日-8月8日 D1秋入学編入受付 ■アドミッション室 

7月28日 Mini Conference ●学生企画 ■学生支援室 

8月8･9日 ものづくり講習会「FPGAトレーニングコース」 ■先端技術室 

8月24日 超小型衛星開発・利用講習（英語） ■コースワーク運営室 

9月5-7日 ものづくり講習会「ASICトレーニングコース」 ■先端技術室 

9月11･12日 ものづくり実践講座「振動切削」「自動化技術」 ■先端技術室 

9月26日 ものづくり実践講座「表面近傍の可視化が拓く炭素系硬質薄膜トライボロジー特性の評価」 ■先端技術室 

9月26日 確定申告セミナー ■事業推進室 ■国際連携室 

10月6日-2月2日 グローバルリーダー研修 Ⅰ（GLTⅠ）秋期講習 ■コースワーク運営室 

10月10日 ChubuSat実践プログラムミッション提案フェーズ最終審査会 ■ChubuSat実践プログラム推進室 

10月13日-1月12日 グローバルリーダー研修 Ⅱ（GLTⅡ） ■コースワーク運営室 

10月20･21日 リーディングフォーラム2017 ■教育推進委員会 

11月25･26日 2016年度学生リトリート ●学生企画 ■学生支援室 

12月1日 宇宙飛行士特別講義「宇宙利用と協働」(ウェルビーイングinアジア共催) ■コースワーク運営室 

12月15日 Social Gathering ●学生企画  

12月18･19日 衛星開発利用講習群：構造設計・解析講習（日本語） ■コースワーク運営室 

1月9日-1月30日 新履修生募集受付(M1冬募集＆D1春編入) ■アドミッション室 

1月10･15日 フロンンティア宇宙採用説明会 ■アドミッション室 

1月26日 企業戦略セミナー「キヤノン電子における宇宙戦略」 ■アドミッション室 

2月5日 英語ビジネススキル研修 ■コースワーク運営室 ■国際連携室 

2月9日 "ポスドクとして生きる：LGSプログラムでの経験から学んだこと"（学生主催企画）  ■コースワーク運営室 

2月13日 企業における技術戦略セミナー ■アドミッション室 

2月19日-2月22日 衛星システム講義（日本語） ■コースワーク運営室 

3月15日 月の地下空洞探査（学生主催企画）  ■コースワーク運営室 

3月19日 年次報告会 ■事業推進室 ■教育推進委員会 
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活動報告 

  2018 

  3/19 

2018年3月19日に理学南館 坂田・平田ホールにおいて、本プログラム

の年次報告会が開催されました。 

各室長からの活動報告の後、本年度の修了学生への修了証授与式、

田島コーディネーターからの全体報告がありました。午後は学生からの活

動報告があり、学生委員やChubuSatプログラム、インターン報告の後に、所属学生全員による3分トーク

を行いました。テーマは「この１年間にリーディングプログラムで学んだこと」です。この3

分トークは昨年の年次報告会で初めて採用したところ、参加者やIABからも「学生全

員の生の声が聞け、雰囲気が伝わった」と総じて好評であったこともあり、今年度も開

催となりました。今年度は、学生報告など別のセッションで発表した学生を除く28名の

学生が発表を行い、この１年間LGSで学んだ内容に関して語っていただきました。 

 2017年度 

フロンティア宇宙年次報告会・修了証授与式開催  

  2018 

5/14-22 

米国Purdue大学から学生１４名と引率教員が来日し、名古屋大学で２週間過ごしながらフロンティア

宇宙の特別カリキュラムを受講しました。超小型衛星に関する講習やプロジェクトマネジメントに関する講義

を受講したのちにCubeSatのミッションを構築するブレーンストーミ

ングを行い、チーム毎に発表をしてもらいました。またものづくり工

場見学としてのトヨタ自動車工場見学、 ものづくり講習としての

３Dプリンター講習など、フロンティア宇宙で普段行われているカリ

キュラムの一部を２週間で濃密に体験してもらいました。またフロ

ンティア学生との交流会や八事興正寺での茶の湯体験など、文

化的イベントも取り込んだ２週間でした。 

 “Student Abroad Program, Nagoya 2018” 

            ~PURDUE UNIVERSITY~ 
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2017年度受賞記録 

2017年度に学生が学会発表等において受賞した記録です。みなさんおめでとうございます。 

 

工学研究科 

    2017年 

国際会議研究発表賞 

IEEE 名古屋支部 

2017/4/1 

 平成28年度火薬学会  

 日本混相流学会 第14回日本熱電学会 

      学術講演会 

Conference Symmetry 

             2017 

    第38回 

日本熱物性シンポジウム 

APS March Meeting        

           2018 

2017/5/25 2017/5/31 2017/7/24 

2017/10/18 2017/9/13 2017/11/7 2018/3/7 

    奨励賞 

 

学生優秀発表賞 

 

日本地球惑星科学連合 

   2017年大会 

学生優秀発表賞 

 

JpGU-AGU Joint Meeting       

              2017 

優秀ポスター賞 
The Travel 
  Awards  

環境学研究科 

丹波 高裕 

工学研究科 工学研究科 

    日本電熱学会  

第54回日本電熱シンポジウム 

2017/5/25 

    優秀 

プレゼンテーション賞 

工学研究科 工学研究科 

   学生ベスト 

プレゼンテーション賞 

理学研究科 工学研究科 環境学研究科 

     GSOFT 
 Poster Prize 
    1st Place 

理学研究科 

小田切 公秀 

辻 大輔 

辻 大輔 神谷 慶 

2017/8/20 

   ベスト 
プレゼンテーション 
   アワード 

小田切 公秀 山﨑 雅史 

 

名古屋大学大学院理学研究科 

フロンティア宇宙事務室内Newsletter編集チーム 

住所 ：〒464-8602 名古屋市千種区不老町 

名古屋大学理学部・理学研究科C315 

電話 ：052-789- 2930   

FAX ：052-789- 2931  

Email  :［プログラム全般に関するお問い合わせ］ 

               office@frontier.phys.nagoya-u.ac.jp        

             [Newsletterに関するお問い合わせ］   

          NL@frontier.phys.nagoya-u.ac.jp    

今号よりNEWS LETTERはこれまでの冊子媒体

による配布からPDFによる配布に変わりました。 

それに合わせて体裁も若干変更となりました。 

いかがでしょうか？ご意見をお聞かせいただけると

助かります。(KH) 

https://www.frontier.phys.nagoya-u.ac.jp 

LGS Frontier Newsletter第11号（2018年5月24日発行） 

編集後記 

 山﨑 匠 

小倉 貴志 

 山﨑 匠 


